
設
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
主
な
検
出
遺
構
は
、
古
墳
時
代
中

・
後
期
の
土
坑
、

古
墳
時
代
中
期
の
竪
穴
状
遺
構
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
、
集
落
を
は
ず
れ
た
西
よ
り
の
谷
状
を
呈
す
る
旧
表
土
層
か
ら

一
点

出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
□
□
壱
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μこ

溢
撰
い
儲
牌

墨
痕
は
す
べ
て
残
存
し
て
い
な
い
が
、
文
字
の
跡
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。

一
文
字
目
は

「四
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

文
字
の
判
読

。
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
田
中

一
穂
氏
に
お
願
い
し
た
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
卸
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『北
陸
新
幹
線

関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
　
大
角
地
遺
跡
』
（新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
二塁
星

七
三
、
二
〇
〇
七
年
）

（山
岸
洋
一
）

く
ぼ

た

新
潟
。窪
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
村
上
市
南
田
中
字
窪
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

。
国
際
航
業
伽

４
　
調
査
担
当
者
　
一剛
川
雅
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀

。
一
二
世
紀
―

一
四
世
紀

。
一
七
世
紀
―

一
人
世

紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

窪
田
遺
跡
は
越
後
平
野
の
北
部
、
荒
川
右
岸
の
沖
積
微
高
地
に
立
地
す
る
。

調
査
の
結
果
、　
一
七
世
紀
―

一
人
世
紀
を
中
心
と
す
る
河
川

護
岸
施
設
や
漁
排
施
設
、　
〓

一

世
紀
後
半
１

一
四
世
紀
前
半
の

集
落
、
人
世
紀
を
中
心
と
す
る

集
落
を
そ
れ
ぞ
れ
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
存
在
し
た
河
川
Ｓ
Ｒ

一

か
ら
五
点
、
中
世
の
井
戸

（Ｓ

(中条・村上)
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Ｅ
五
一
二
）
か
ら
二
点
、
計
七
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｒ

一
は
最
大
幅
二
七
ｍ
深
さ

一
・
四
ｍ

（標
高
マ
イ
ナ
丞

一
二
百
）
を
測
り
、
調
査
区
内
で
長
さ
六
二
ｍ
に

わ
た
っ
て
検
出
し
た
。
河
川
内
で
は

一
六
〇
〇
本
も
の
杭
を
用
い
た
護
岸
を
大

き
く
三
条
確
認
し
た
。
川
上
に
あ
た
る
調
査
区
東
側
に
は
杭
列
を
狭
く
し
、
川

底

（五
×
一
〇
ｍ
の
範
囲
）
に
石
を
敷
き
詰
め
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に

は
四
つ
手
網
や
コ
ド
な
ど
の
漁
携
施
設
に
伴
う
杭

（
エ
ビ
ス
杭
）
二
本
も
検
出

さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｒ

一
か
ら
出
土
し
た
木
簡
ω
ｌ
⑤
の
内
、
い
②
⑤
は
漁
捗
施

設
内
の
埋
土
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
五

一
二
は
長
径
六
九

∽
深
さ

一
七

四
∽
の
素
掘
り
の
井
戸
で
、
埋
土
中
位
か
ら
⑤
が
表
を
上
に
、
０
が
立
て
ら
れ

た
状
態
で
出
土
し
た
。
な
お
、
Ｓ
Ｅ
五

一
二
か
ら
は
漆
器
稜
椀
や
田
下
駄
な
ど

も
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ

Ｒ

一

ω

　

「口
　
奉
　
□
　
大
日
如
粁
秘
糾
供
諭
願
〔鵬
慨
□

喩
海
敬
謂
ヵ〕
」

ヽ
卜
伽
Ｘ
∞
『
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

（
バ
ン
×
カ
ー
ン
）

②
　

「言
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
る
Ｐ溢

ｏｓ

〔り　　　　　「募ない」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ∞〇×
『∞〉〈〕∞　　ｏｏμ

い

　

「銀
将
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞泉
］撰
Ｆ

８
騨

〔〕　　　　　「ん独ハ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ю∞∞〉〈『〇〉〈Ю『　　〇〇岸

Ｓ
Ｅ
五

一
二

⑥

　

「
こ

ゝ
の
日
日
日
□
ひ
い

な
り
こ
れ
は
同
日
日
□
か
り

た
ら
ひ
と
口
□
あ
る
へ
く
候

七

月

六

日

　

　

　

　

　

　

（
花

押

こ

　

∞
μ
授

認

登

ｏ
露

０

　

「
こ
ゝ
の
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
日
□
ひ
い
ハ

ロ
Ｈ
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
日
日
Ｈ
国
り

，

１

七

月

口

□

　

　

　

　

　

（
花

押

こ

　

∞
Ｐ
泉

Ｐ
ｏ
要

卜

８

Ｐ

①
は
祈
願
札
で
あ
る
。
上
端
は
山
形
に
作
り
、
下
端
に
向
け
て
狭
ま
る
。
表

面
下
半
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
墨
痕
部
分
の
盛
り
上
が
り
を
確
認
で
き
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
祈
願
札
が
そ
れ
ほ
ど
長
い
期
間
で
な
い
に
せ
よ
一
定
期
間
風
雨
や

雪
に
曝
さ
れ
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。　
一
文
字
目
の
梵
字
は
Ｒ

（ア
）
の
可
能
性
が
高
い
。
ス
ギ
材
。

②
は
箆
状
の
板
材
に
梵
字
二
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
呪
符
と
考
え



ら
れ
る
。
ス
ギ
材
。

①
は
裏
面
に
墨
書
が
あ
る
舟
形
で
、
底
面
か
ら
舶
先
に
か
け
て
溝
が
削
り
込

ま
れ
て
い
る
。
ス
ギ
材
。
④
は
将
模
の
駒
。
材
は
ニ
シ
キ
ギ
属
。
働
は
鍬
の
欠

損
品
で
、
裏
面
に
墨
書
が
あ
る
。

０
と
０
は
本
来
、
同

一
個
体
の
折
敷
の
底
板
で
あ
っ
た
。
片
面
の
み
調
整
し
、

も
う

一
面
は
ワ
リ
／
マ
マ
。
０
は
ワ
リ
／
マ
マ
の
面
の
一
部
を
平
滑
に
調
整
し
、

０
は
調
整
ず
み
の
面
に
墨
書
さ
れ
た
。
①
の
六
カ
所
の
穿
孔
、
⑦
の
五
カ
所
の

穿
孔
と

一
カ
所
の
桟
綴
じ
度
は
転
用
前
の
痕
跡
で
あ
る
。
ス
ギ
材
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
卸
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ｘ
Ｘ
Ⅲ
　
窪
田
遺
跡
Ｉ
』
（新
潟
県
埋
蔵

文
化
財
報
告
書
一
七
六
、
二
〇
〇
七
年
）

（木
村
雄
司
）

屋

④




